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 陸上競技におけるバウンディング走は、跳躍種目の跳躍力や短距離走の疾走速度向上に必要な練習方法である。バウ

ンディング走の動作を解析するには、ビデオ映像での画像解析やモーションキャプチャなどがある。しかし、それらは

コストが高く、場所も取るため導入が難しい。そこで、GPSロガーと加速度センサを用いて 30mバウンディングで動作

解析を行い、その解析結果から跳躍種目の評価をする方法を検討した。 
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１．初めに 

陸上競技におけるバウンディング走は、主に筋

肉や腱の伸張と短縮のサイクルを利用し爆発的な

パワー発揮を伴う運動であり、跳躍種目に必要な

跳躍力や短距離走における疾走速度向上を目的と

した練習法として用いられている[1]。また、バウ

ンディング走の動作解析をするには、ビデオ撮影

による画像解析やモーションキャプチャを用いて

の解析を行う。しかし、これらを解析するにはコ

ストが高く、中学校や高校の部活動には取り入れ

ることが難しい。そこで、現在ランニングや球技

で普及している GPS ロガーと加速度センサを用い

てバウンディングの動作解析ができれば、簡易化

が期待できる。そこで本研究では、実験装置をつ

けて、30m バウンディング走(以降「30mBD」)を実

施し、動作解析方法を検討した。 

２．実験方法 

図 1は 30mBDの測定方法を示す。この種目は 30m

の区間でバウンディングを行う。ゴールまでかか

った歩数と秒数から、跳躍力及び疾走速度が分か

る。また、跳躍種目における予測跳躍距離が求め

られる。 

「測定準備」 

 ①図 1のスタート地点から手前の 5m区間を加速

区間にして目印を置く。 

 ②30m にゴール地点となる目印を置く。 

 ③歩数の端数を把握するために、ゴール地点か 

 

 

 

 

 

 

 

 

ら手前 2m 位に 20cm 刻みに目印を置く。 

「測定方法」 

 (1)実施者はスタート地点までの 5m 以内の距離

で加速をつけて、スタート地点で踏み切り以降

30m のバウンディングを行う。 

 (2)スターターは実施者がスタート地点を通過

したところで測定者に合図を送る。 

 (3)測定者は、スターターの合図とともにストッ

プウォッチを押し、実施者がゴール地点を通過

するまでの時間を測定する。 

 (4)スタートからの歩数を、実施者か第三者が数

えるとともに、ゴール地点での端数をマークの

位置から割り出す[2]。 

 （1）～（4）について、実施者 10 人に練習を合

わせて 3回行い、1回目と 2回目は全員測定し、

3 回目は、D と G と I の 3 人に GPS ロガーを付け

てもらい、測定した。このとき、D は跳躍種目

の選手、G は短距離種目の選手、I は陸上競技の

初心者である。 

スタート 

加速区間 

5m 

測定区間 

30m 

 ゴール

図 1.30mBD の測定方法 



３．結果 

図 2 は測定したデータをグラフに示す。名前に

関しては匿名でアルファベットにしている。端数

も入れた歩数にするために、測定区間の 30m から

端数 A を引き、それを歩数 X で割って、平均スト

ライド B を求めた。 

   
30−A

X
＝B・・・・・・・・（1） 

平均ストライド B を求めたら、それで端数 A を割

り、割合 Y を求める。 
A

B
＝Y・・・・・・・・・(2) 

式(2)で求めた割合 Y と歩数 X を足して、端数も入

れた歩数 Z(以降「歩数」)を求める。 

X + Y＝Z・・・・・・・(3) 

式(3)で求めた端数を入れた歩数 Z[歩]とゴール

地点までかかった時間 t[sec]をかけて 30mBD値を

求める。 

               t × Z =30mBD 値・・・・・(4) 

30mBD 値は先行研究で得られた端数を入れた歩数

とゴール地点までかかった時間をかけて求めた値

で、30mBD 値が低いほどより高い目標値を出すこ

とができる[3]。図 2 の縦の軸は端数も入れた歩数

Z[歩]、横の軸はゴール地点までかかった時間ｔ

[sec]を示す。図 2 から、歩数が少なく、ゴール地

点までかかった時間が速いほどグラフにある歩数

と時間の面積が小さくなり 30mBD 値が少なくなる。

これは、跳躍力と疾走速度に関係しており、歩数

が少ないと跳躍力が高く、時間が早いと疾走速度

が速いことが分かる。図 3 と図 4 は、G が 3 回目

のとき、GPS ロガーで測定したときに取得される

GPStime[sec]と標高及び、その時の加速度センサ

で取得された上下方向の加速度[g]を示す。図 3

は、跳躍毎に標高の値が変動するはずだが、今回

の測定では変動していなかった。一方図 4 では、

バウンディングの上下方向の加速度を計測するこ

とによってバウンディングの回数を示すことがで

きた。 

４．まとめ 

 本研究で実施した 30mBD では、歩数が少ないと

跳躍力が高く、ゴール地点までの時間が速いと疾

走速度が速いことが分かった。GPS ロガーと加速

度センサでバウンディングの動作を取得すること

ができたが、GPS 測位結果は動作に対応した変動

ではなかった。今後前後方向の加速度や被験者に

よる違いをさらに検討する。 

 

 

図 2.30mBD を行った時の歩数と時間の関係 

 

図 3.GPStime と標高(ｍ)の関係 
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図 4.加速度センサを用いた時の加速度[g]の変動 
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